
Canvaのデータ入稿について

Canva はデザインが作成できるオンラインデザインツールですが、印刷会社への出稿に特化したツールでは
ないため、お客様の方でPDF形式に変換されたデータのみご入稿を受け付けております。
Canva で作成したデータ入稿の新規作成、塗り足し、文字切れ、PDF書き出しの設定と確認についてご説明
いたします。

●新規作成時の設定
① パソコンの方は「デザインを作成」を選択します。
   スマートフォンの方は「+マーク」を選択します。
② 「カスタムサイズ」を選択します。
③ 単位を「ｍｍ」に合わせた後にご希望のサイズの幅と高さを入力します。
　（A4縦長サイズであれば幅210mm、高さ297mmです。）
   次に「新しいデザインを作成」を選択します。
   これでサイズ設定は終了です。
　・サイズの確認方法
　　パソコンの方は「ファイル」を選択すると現在のサイズが確認できます。
　　スマートフォンの方は「・・・」を選択すると現在のサイズが確認できます。  
　※幅と高さを入力した後に単位を変更すると数値が変わってしまいます。
   ※無料版では後からサイズ変更はできません。
　　もしサイズを間違えた場合は、改めて「デザインを作成」から正しいサイズで作り直してください。
　
●塗り足し領域の設定
印刷物は仕上がりサイズよりも大きな紙に印刷し、最終工程で指定のサイズに断裁を行います。
その際に、どうしても断裁位置にわずかなズレが生じ、紙の白地が出てしまうことがあります。
そのため、入稿するデザインデータは、仕上がりサイズよりも上下左右3mmずつ、デザインの背景や画像を
広げて配置する「塗り足し」設定が必要になります。
① 塗り足し領域を表示します。
   パソコンの方は「ファイル」→「設定」→「塗り足し領域を表示する」の順で選択します。
   スマートフォンの方は「・・・」→「設定」→「塗り足し領域を表示する」の順で選択します。
② 塗り足し領域が表示されます。（仕上がり位置に線が表示されます。）
③ 仕上がり線より背景を外側まで伸ばして塗り足し作成完了です。

●文字・デザイン切れの確認
仕上がり位置に近い文字やデザインは、断裁ずれによって切れる可能性があります。
切れてはいけない文字やデザインは、仕上がり位置よりも3mm内側に収めてください。
① 文字切れ位置をガイドで作成します。
   パソコンの方は「ファイル」→「設定」→「ガイドを追加する」を選択します。
   スマートフォンの方は「・・・」→「設定」→「ガイドを追加する」を選択します。
② カスタムを選択し、「列」と「行」は0、「余白」は3ｍｍに設定し、「ガイドを追加する」を選択します。
③ 仕上がりから3ｍｍの位置にガイドラインが表示されます。
④ ガイドラインの内側に文字やデザインが収まるように入稿データを作成してください。

●入稿用PDFの書き出し
デザインが完成したら、以下の手順で印刷用のPDFを書き出してください。
①「共有」→「ダウンロード」を選択します。
② ファイルの種類は「PDF」、プリセットは「プリント」を選択します。
③カラープロファイルはCanva 無料版では「RGB（デジタル用に最適）」のみの設定になっています。
　Canva Pro（有料版）をご利用の場合は、カラープロファイルで「CMYK（プロフェッショナルな品質の
　印刷に最適）」を選択してください。これにより、印刷に適したデータとして仕上げることができます。
③高度な設定で「トリムマークと塗り足し」と「PDFのフラット化」にチェックを入れます。
　※PDFのフラット化（デザインの崩れを防ぎます）をした場合、データ全体が画像化されます。
　　文字検索や一部編集はできなくなります。
　　画像化のため、細かな文字や細い線が見えにくくなる場合があります。
   　ご入稿前に必ず画質をご確認ください。
④設定が完了したら「ダウンロード」を選択します。
　トンボつきの入稿用PDFがダウンロードフォルダに保存されます。
　※入稿用PDFの確認はAdobe Acrobat Pro またはAdobe Reader をご利用ください。
   　スマートフォン・パソコンの標準PDFビューアやブラウザでの確認は、デザインが正しく表示されない
　　場合があります。

●必ず入稿用PDFの最終確認を行ってください。
●絵文字や特殊な記号は、印刷時に文字が欠落するなどトラブルの原因となりますので、使用しないでください。
●入稿用データに画像を使用する場合は、原寸サイズで350dpi 程度の解像度が必要です。
　解像度の低い画像をそのまま使用すると、印刷時に粗くぼやけた仕上がりになります。
●Canva（無料版）で保存したPDFは RGBカラーになります。
　印刷はCMYKカラーで表現されますので、RGBデータをモニタで見るよりも多少色がくすみます。
　色味の調整を行うことは致しかねますので、あらかじめご了承ください。
●Canva の仕様上、特色版（白・ゴールド・シルバー・ニスを含む）データを作成することができません。
　そのため、「白印刷」「ゴールド印刷」「シルバー印刷」「部分ニス加工」には非対応となります。
　特殊加工をご希望の際は、Illustrator 等の専門ソフトによるデータ作成をご検討ください。
●Canva の詳しい使い方につきましては、公式サイトをご確認ください。
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